
【校訓】人を慈しみ、己がつとめをつくす
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地域の皆様と保護者の皆様と
子どもたちとわたしたち
御所浦小でおこすステキな奇跡
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ホームページ９００００カウントめざして元気に更新中！ （答え）エマ（約束のネバーランド）

４月９日は入学式でした。黄色い帽子のかわいらしい１年生１１名を迎え
ました。入場、返事、お辞儀、１年生の入学式に臨む態度は、たいへん立派
でした。これから御所浦小学校の一員として、ぐんぐん成長してほしいと
思います。
ここまで、子育てにはたくさんのご苦労があって、あの立派な新入生

の姿だと思います。ここからは、私たちが成長の力添えができればと
思っております。
そして、相変わらずというと語弊がありますが、もちろんというか、も

う驚かないというか、在校生の参加態度もたいへん立派でした。
御所浦小にはたくさんのワクワクがあります。たくさんのドキドキがあ

ります。そしてキラキラ輝く子どもたちの瞳があります。そして子どもた
ちに負けないくらいキラキラした瞳の職員がいます。どうやったら子ど
もたちの力がもっと伸ばせるか、職員一同、力を合わせて、はりきってが
んばっていきます。

覚醒、ごしょっこ
入学式での在校生の態度はとても立派でした。在校生の覚醒は、その

前日、４月８日に始まっていました。就任式、始業式、学級での担任との出
会い、そして入学式準備と息つく暇のない時間の中で、すでに覚醒が始
まっていました。
特に入学式準備では、始業式で話した３つの力、一の呼吸「深い思考

力」をフル稼働して、子どもたちはしっかり自分の頭で考えながら入学式の
ための体育館と１年生教室の会場設営や清掃活動を効率的に進めていき
ました。非常にスムーズに準備を終えました。
「深い思考力」は授業の中だけで育つものではないですよね。「今何を

すべきか」「どうやったら効率的に並べられるか」「他にすることはないか」
「２人の先生から仕事を頼まれてしまった、どうさばくか」などなど、入学式
準備だけでもたくさんの「深い思考力」を鍛える場面があったと思います。
そしてその中心はなんと言っても最高学年、あのすばらしき６年生のあと

を継ぎし８人の新しい６年生でした。彼らにとってのこの２日間は今までの５
年間の中にはなかった自覚の覚醒があったと思います。それを重ねて、卒
業までの３５６日（４月９日現在）を駆け抜けてほしいです。

就任式と始業式で２人の６年生が代表で
すばらしい発表をしました。その内容は４／９付
けホームページに掲載しています。


